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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・年金運用型戦略ファンド 

（年１回決算型） 

＜愛称 年金ぷらす＞ 

 

第11期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2026年１月26日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・年金運用型戦略ファ

ンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷら

す＞」は、このたび、第11期の決算を

行いましたので、期中の運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／資産複合 
(課税上は株式投資信託として取扱われます｡) 

信託期間 無期限（2015年７月17日設定） 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行
います。 

主要投資 
対  象 

東京海上・年金運用 
型 戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファ
ンド」、「ＴＭＡ日本債券マザーファン
ド」、「東京海上・ＪＰＸ日経400インデック
スマザーファンド」、「ＴＭＡ日本株アク
ティブマザーファンド」、「ＴＭＡ外国債券
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国債券マザーファンド」、「ＴＭＡ外国株式
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国株式マザーファンド」を主要投資対象と
します。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式（ＪＰＸ日経400採用銘柄） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

投資制限 

東京海上・年金運用型
戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

・株式への実質投資割合には、制限を設け
ません。 

・外貨建資産への実質投資割合は、制限を
設けません。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株
式
へ
の
投
資
制
限 

10％以下 

外
貨
建
資
産
へ
の
投
資
制
限 

20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 20％以下 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

分配方針 

毎決算時に、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買
益（評価益を含みます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が少額の場
合等には、収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益については、
運用の基本方針に基づいて運用を行います。  
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

７期(2022年１月25日) 12,656 0 4.9 13,368 7.3 46.5 1.0 51.4 0.3 2,715 

８期(2023年１月25日) 12,631 0 △ 0.2 13,687 2.4 49.1 1.0 48.7 0.3 3,404 

９期(2024年１月25日) 14,917 0 18.1 16,302 19.1 49.7 1.0 48.2 0.2 6,336 

10期(2025年１月27日) 16,251 0 8.9 18,101 11.0 49.2 0.6 49.2 0.2 16,611 

11期(2026年１月26日) 17,870 0 10.0 20,340 12.4 49.5 0.8 48.8 0.2 20,612 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 

 

参考指数は、JPX日経インデックス400（配当込み）、TOPIX（配当込み）、NOMURA－BPI（野村ボンド・パフォーマンス・インデックス）（総

合）、MSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース）、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）を基本資

産配分で組み合わせた合成指数です。基準価額は対顧客電信売買相場の仲値（TTM）を用いて計算しているため、MSCIコクサイ指数は、基

準日前日のMSCIコクサイ指数（米ドルベース）を基準日のTTMで委託会社が円換算したもの、FTSE世界国債インデックスは、FTSE世界国債

インデックス（国内投信用）を使用しています。基本資産配分は５ページをご参照ください。 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2025年１月27日 16,251 － 18,101 － 49.2 0.6 49.2 0.2 

１月末 16,214 △ 0.2 18,064 △ 0.2 49.2 0.2 49.0 0.2 

２月末 15,714 △ 3.3 17,537 △ 3.1 47.0 1.7 50.4 0.2 

３月末 15,521 △ 4.5 17,391 △ 3.9 48.1 0.9 50.3 0.2 

４月末 15,328 △ 5.7 17,178 △ 5.1 48.3 0.8 50.1 0.2 

５月末 15,726 △ 3.2 17,678 △ 2.3 50.1 0.8 48.3 0.2 

６月末 16,123 △ 0.8 18,113 0.1 49.5 0.8 49.3 0.2 

７月末 16,427 1.1 18,530 2.4 49.6 0.7 48.6 0.2 

８月末 16,587 2.1 18,740 3.5 49.7 0.5 49.0 0.2 

９月末 16,912 4.1 19,139 5.7 49.5 0.6 49.1 0.2 

10月末 17,667 8.7 19,924 10.1 50.4 0.5 48.6 0.2 

11月末 17,754 9.2 20,115 11.1 49.2 0.5 49.7 0.2 

12月末 17,784 9.4 20,232 11.8 49.3 0.9 49.5 0.2 

(期  末)         

2026年１月26日 17,870 10.0 20,340 12.4 49.5 0.8 48.8 0.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○運用経過 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2025年１月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
【各マザーファンドのベンチマークの騰落率】 

 
 

プラス要因 

・AI（人工知能）関連市場の成長期待の高まりによる国内外の半導体関連株や大手IT企業の株価上昇 

・高市政権の積極的な財政出動や緩和的な金融政策継続への期待、および財政拡大を背景とした円安の進行 

・FRB（米連邦準備制度理事会）による利下げ期待の高まりや米国の関税協議の進展 

 

マイナス要因 

・日銀の利上げや拡張的財政政策を背景とした10年国債利回りの上昇（債券価格の下落） 

・米国の関税政策によるインフレの加速や景気減速への懸念の高まり 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

■投資環境 
【日本株式市場】 

当期の日本株式市場は上昇しました。期初は、米国による関税政策に対する懸念の高まりや日米金融政策の思惑から、日

本株式市場は一進一退の展開となりました。2025年４月にはトランプ米政権が発表した事前予想を上回る相互関税や、米中

の関税応酬を受けた世界的な景気後退懸念から、極端なリスク回避の展開となりました。しかしその後、相互関税の一部を

90日間停止すると表明したほか、米中両政府による相互関税の大幅引き下げが好感され、日本株式市場は反発上昇しまし

た。７月以降は日米の関税交渉が妥結したことで不透明感が低減したことに加え、AI関連市場の成長期待の高まりから半導

体・電子部品関連を中心に日本株式市場は上昇が継続しました。期末にかけては、衆議院解散の観測報道を受けて、高市政

権の高い内閣支持率を背景に与党が議席数を増やし、安定した政権運営が可能になるとの期待感から、日本株式市場は上昇

しました。 

 

【日本債券市場】 

当期の10年国債利回りは上昇しました。期初、米国による財政拡張政策への警戒感や日銀による早期利上げ期待などか

ら、10年国債利回りは1.6％近辺まで上昇しましたが、2025年４月に入ると米国の関税政策に伴う景気後退懸念などから日

銀による追加利上げ観測は大幅に後退し、一時1.1％程度の水準まで低下しました。その後、米中が相互関税の引き下げで

合意したことに伴い景気悪化懸念が和らぐと、10年国債利回りは1.6％台半ばまで上昇しました。期半ば以降は、財政拡張

政策に対する警戒感が高まったことや、日銀が12月の金融政策決定会合で政策金利を0.75％に引き上げつつ、物価の上振れ

リスクについて言及したことにより、政策金利の最終着地点がより高くなる可能性などが意識され、10年国債利回りは2.2％

台半ばへと上昇基調を強めました。 

 

【外国株式市場】 

当期の外国株式市場は上昇しました。期前半は、米国の関税政策によるインフレの加速や景気減速懸念から外国株式市場

は下落しましたが、米中が相互関税の引き下げで合意したことを受け、世界的な貿易摩擦の緩和期待が高まりました。また、

中東情勢の緊迫化がマイナス要因となった一方、FRB高官の発言を受けて早期利下げ期待が高まったことや停戦合意などが

プラス要因となり、外国株式市場は上昇しました。期後半は、日米貿易協定の合意や米国とEU（欧州連合）との関税協議進

展への期待が高まり、また、FRBによる利下げの実施やAI成長期待によるIT関連銘柄の上昇などにより、外国株式市場は上

昇しました。期末にかけては、米中間の関税緩和措置の合意や米国政府機関の閉鎖が終了したことに加え、その後発表され

た経済指標が労働市場の低迷を示唆していたことから、2025年12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）での利下げ期待が高ま

り、外国株式市場は上昇しました。 

 

【外国債券市場】 

当期の米国債利回りは低下しました。期前半、トランプ米政権が大規模な相互関税を発表したことを契機として急速に米

ドル離れが進み、米国債利回りが大きく上昇する局面もありましたが、その後、主要各国の関税引き下げ交渉が進むなか、

低下に転じました。期半ばにかけては、米国雇用市場の減速懸念から利下げ期待が高まり、米国債利回りは低下基調で推移

しました。 

ドイツ国債利回りは上昇しました。期初、ドイツで大規模な財政拡張案が可決されたことを受け、ドイツ国債利回りは大

きく上昇しました。その後、トランプ米政権による相互関税の発表を受けてドイツ国債利回りは低下したものの、その後は

ECB（欧州中央銀行）の利下げ終了観測が高まり、期末にかけて上昇基調で推移しました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは、おおむね横ばいとなりました。期前半にかけては日銀の利上げ期待の高まりや米国関税政策を受

けた米ドル離れの動きから、円高米ドル安が進行しました。期中、自民党総裁に高市氏が選出されたことを受けて円安米ド

ル高に転じると、高市政権による財政拡大懸念から、期末にかけて円安米ドル高基調が継続しました。 

ユーロ円為替レートは、円安ユーロ高となりました。米国関税政策による米ドル離れを受けたユーロ高の進行に加えて、

高市政権による財政拡大懸念の高まりなどから、期を通じて円安ユーロ高基調で推移しました。 
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■ポートフォリオについて 
＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

国内外の複数の資産（日本株式、日本債券、外国株式、外国債券）を主要投資対象とするマザーファンドを、それぞれの

基本投資比率に応じて組み入れました。各マザーファンドの値動きによって生じる組入比率の変動に対し、基本資産配分か

らの乖離の修正を適宜行い、期を通じて各資産の基本資産配分を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、各マザーファンドの値動きを反映し10.0％上昇しました。 

 

【基本資産配分】 

 
 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

「業種配分」と「個別銘柄選択」を収益の源泉とし、中長期的にベンチマークとするTOPIX（配当込み）を上回ることを目

標に運用を行いました。業種配分は、当社独自の業種分類によりセクターウェイトを決定し、個別銘柄については、徹底し

た企業調査・分析をベースに成長性と割安度の双方の視点から銘柄選択を行いました。 

業種配分は、外部環境の不透明感などを考慮して内外需で中立的な戦略としつつ、中長期視点で個別の成長要因がある医

薬・ヘルスケアやIT・エレクトロニクスをオーバーウェイトする方針としました。 

銘柄選択は、スタイルによる株価変動が極めて大きい環境下で需給要因ではなくファンダメンタルズ（経済の基礎的条

件）に基づいた銘柄選択を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇し、ベンチマークの騰落率を小幅に上回りました。商社などの金属・資源セクターを

アンダーウェイトとしたことや、エンターテインメントセクターをオーバーウェイトとしたことなどにより業種効果がマ

イナスとなったものの、データセンター需要拡大に伴う光ファイバー製品の売上増加によりフジクラ、ITサービス事業の需

要の拡大により好業績が継続している日本電気など、銘柄選択効果がプラスとなりました。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

マクロ経済分析、市場動向分析、各種信用分析ツール等の計量的サポートに定性判断を加味して、金利の方向性を予測す

る戦略（イールド選択）、事業債などの非国債と国債との利回り格差の拡縮を予測する戦略（スプレッド選択）、および銘柄

選択という３つの戦略によって、中長期的にベンチマーク（NOMURA－BPI（総合））を上回る収益を獲得することを目標とし

て運用しました。 

イールド選択は、日銀が金融引き締め政策を実施するなか、イールドカーブ（債券の残存期間と最終利回りの関係を表す

曲線）の変動リスクが高まる状況が想定されたため、市場環境に応じて機動的に調整しました。スプレッド選択は、事業債

セクターのオーバーウェイトを継続しました。銘柄選択は、残存期間10年以下の事業債をオーバーウェイトとしました。 

以上の運用の結果、基準価額は下落しましたが、ベンチマークの騰落率を上回りました。イールド選択はマイナスとなっ

たものの、スプレッド選択、銘柄選択はプラスとなりました。 

 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

信託財産の中長期的な成長を目標に「地域配分」、「業種配分」および「個別銘柄選択」を超過収益の源泉として、ベンチ

マークとするMSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

地域配分では、個別銘柄の魅力度などを勘案して、北米をニュートラル、欧州をアンダーウェイト、アジアをオ－バー
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ウェイトを主な方針としました。業種配分は、医薬品開発イノベーションを投資テーマとしたヘルスケアセクターのオー

バーウェイトを基本方針としました。また銘柄魅力度を勘案し、一般消費財・サービスセクターのオーバーウェイト、資本

財・サービスセクターのアンダーウェイトなどを主な方針としました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇しましたが、ベンチマークの騰落率を下回りました。金融セクターや資本財・サービ

スセクターなどの個別銘柄選択効果がマイナス寄与となりました。 

 

＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

国別配分、デュレーション調整、銘柄選択を実施することによって、ベンチマークとするFTSE世界国債インデックス（除

く日本、ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

国別配分については、米国はベンチマーク対比アンダーウェイト、ユーロ圏はベンチマーク対比中立程度を基本としつ

つ、市場環境に応じて機動的に調整しました。デュレーション調整は、米国、ユーロ圏ともにベンチマーク対比中立から長

期化の範囲で調整しました。銘柄選択については、イールドカーブを分析し、相対的に割安な銘柄を投資対象として選択し

ました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇し、ベンチマークの騰落率を上回りました。米国のアンダーウェイトと米国のデュ

レーション長期化がプラス寄与となりました。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：JPX日経400（配当込み） 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：NOMURA－BPI（総合） 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：MSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース） 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース） 

 

上記４つのマザーファンドは、各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行いました。 

以上の運用の結果、各マザーファンドはおおむね各々のベンチマークに連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 
  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 



品 名：90049_635068_011_04_東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）_1091839.docx 

日 時：2026/3/10 10:18:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

■分配金 
当期においては、運用の効率性などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てなかった収益につ

いては信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第11期 

2025年１月28日～ 
2026年１月26日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 7,870  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

引き続き、各資産を基本資産配分から±５％の範囲内に調整することにより、中長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

国内は、2026年２月の衆議院議員選挙結果に左右される面もあるものの、外需企業については米国の利下げに伴う需要の

改善が今後期待され、また、内需企業についても賃上げや減税が国内消費心理を下支えすることが想定されることから、国

内企業の業績は底堅く推移すると見込みます。海外では、利下げが再開された米国の経済・物価動向、トランプ米大統領の

政策に対する不透明感、地政学的リスクの高まりなど、今後の世界経済や金融政策の動向には留意が必要と考えています。 

以上のような環境下、マクロ経済の変動リスクの影響を相対的に受けにくい医薬・ヘルスケアやIT・エレクトロニクス関

連に注力する戦略を継続します。業種配分は、生成AI投資の拡大による恩恵が大きい半導体などエレクトロニクス関連の

ウェイトを高めとする戦略を継続するほか、外部環境の影響を受けにくいエンターテインメント、ITソフトウェア関連セク

ターもオーバーウェイトとする一方、インフレにより実質所得が弱含んでいることから小売や銀行・各種金融を中心に内需

やシクリカル（景気敏感）セクターをアンダーウェイトとします。銘柄選択は、積極財政への警戒感から日本の長期金利が

急速に上昇し、足元は過熱感からやや落ち着きつつあるものの、世界動向、日米の政治や財政・金融政策の方向性、ファン

ダメンタルズを確認しつつ銘柄選択を行い、成長株の引き上げタイミングを模索しています。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

日銀が政策金利の引き上げを継続して金融環境の緩和度合いの調整を進めていく方針を維持するなか、市場は今回の利

上げサイクルにおける政策金利の最終着地点の見通しを引き上げつつあります。また、政府の財政拡張政策に対する警戒感

から長期金利への上昇圧力は継続しやすいと考えられます。 

このような環境下、イールド選択においては、市場動向に留意して機動的にポジション調整を行います。スプレッド選択

においては、事業債セクターのオーバーウェイトを維持する方針です。銘柄選択においては、引き続き残存期間10年以下の

事業債のオーバーウェイトを維持する方針です。 
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＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

外国株式市場は、当面は、米国による相互関税がマクロ経済や企業業績に及ぼす影響を見極める動きや、金融政策の動向

により、ボラティリティ（変動性）の高い展開が予想されます。米国の中間選挙までは株式市場は上値の重い展開が予想さ

れるものの、企業業績の増益基調が維持されるなか、今後予想されるFRBによる利下げもサポート要因となり、外国株式市

場は上昇していく展開を予想しています。 

以上のような環境下、地域配分は北米をニュートラル、欧州をアンダーウェイト、アジアをオ－バーウェイトとし、業種

配分は、情報技術、一般消費財・サービス、ヘルスケア、生活必需品などをオーバーウェイト、金融、資本財・サービス、

不動産などをアンダーウェイトとする方針です。銘柄選択では、長期の競争優位性を有し、利益成長力と株主還元力を勘案

し、割安な企業に投資する方針を継続します。 

 

＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

FRBは雇用物価指標を注視しつつ年内に利下げを継続する見込みであることから、金利リスクはベンチマーク対比中立か

ら長期化を基本とし、状況に応じて機動的にエクスポージャーを調整する予定です。 

米国金利は、関税の価格転嫁によるインフレ長期化への懸念が残るものの、金融緩和に積極的なFRB新議長のもとでの利

下げ継続を背景に、低下基調での推移を見込みます。ただし、物価・雇用指標の動向や、FRBの金融政策決定を巡る環境変

化には引き続き留意が必要です。欧州金利については、ECBは様子見姿勢を維持するなかで欧州固有での金利低下材料に乏

しく、おおむね横ばい圏での推移を見込みます。 

為替市場では、米ドル円相場は、中長期的には米国利下げ、日銀追加利上げを材料に円高米ドル安方向での推移を見込む

ものの、高市政権下での財政懸念が強まっていることから、短期的には円安リスクに警戒が必要と考えます。ユーロ円相場

も同様に、中長期的には円高ユーロ安の進行を見込みます。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、上記４つのマザーファンドとも各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 225  1.366  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (108)  (0.658)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (108)  (0.658)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.049)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.014   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.013)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.013   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.008)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 229   1.394    

期中の平均基準価額は、16,479円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.38％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○売買及び取引の状況 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 1,048,277 1,207,477 513,250 593,370 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 952,966 1,203,330 466,336 591,081 
東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 228,192 778,983 238,494 811,721 
ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 249,114 859,324 271,007 925,966 
ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 425,413 895,342 291,761 615,606 
ＴＭＡ外国債券マザーファンド 292,227 891,599 201,681 617,058 
ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 127,075 917,972 117,212 864,914 
ＴＭＡ外国株式マザーファンド 119,785 928,552 90,624 715,856 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

項 目 

当 期 
東京海上・ＪＰＸ 

日経400インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ日本株 
アクティブ 

マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,839,998千円 146,807,821千円 68,942,005千円 30,751,826千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,459,986千円 118,280,332千円 338,714,267千円 89,520,726千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.04   1.24   0.20   0.34   
 
（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 
（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 62 49 122 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは東京
海上ホールディングス株式会社です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○組入資産の明細 (2026年１月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 1,739,987 2,275,014 2,527,995 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 1,586,545 2,073,175 2,527,822 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 670,415 660,113 2,669,827 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 679,004 657,111 2,667,676 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 998,127 1,131,779 2,546,842 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 688,914 779,461 2,551,021 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 292,983 302,846 2,558,416 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 262,824 291,986 2,556,747 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年１月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 2,527,995 12.2 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 2,527,822 12.2 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 2,669,827 12.9 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 2,667,676 12.8 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 2,546,842 12.3 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 2,551,021 12.3 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 2,558,416 12.3 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 2,556,747 12.3 

コール・ローン等、その他 168,427 0.7 

投資信託財産総額 20,774,773 100.0 
 
（注） ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（31,299,270千円）の投資信託財産総額

（31,402,300千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） ＴＭＡ外国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（39,927,831千円）の投資信託財産総額（40,024,581千円）に

対する比率は99.8％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（430,994,348千円）の投資信託財産総額

（431,548,080千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（98,733,192千円）の投資信託財産総額（99,181,534千円）に

対する比率は99.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは１

米ドル＝154.85円、１カナダドル＝113.10円、１メキシコペソ＝8.927円、１ユーロ＝183.68円、１英ポンド＝211.51円、１スイスフラ

ン＝199.32円、１スウェーデンクローナ＝17.40円、１ノルウェークローネ＝15.92円、１デンマーククローネ＝24.60円、１ポーランド

ズロチ＝43.6322円、１豪ドル＝107.09円、１ニュージーランドドル＝92.31円、１香港ドル＝19.86円、１シンガポールドル＝121.88

円、１マレーシアリンギット＝38.9385円、１イスラエルシェケル＝49.3501円、１オフショア元＝22.2883円です。 
 

親投資信託残高 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 20,774,773,173   

 ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 2,527,995,809   

 ＴＭＡ日本債券マザーファンド(評価額) 2,527,822,854   

 東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド(評価額) 2,669,827,978   

 ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド(評価額) 2,667,676,400   

 ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド(評価額) 2,546,842,468   

 ＴＭＡ外国債券マザーファンド(評価額) 2,551,021,053   

 ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド(評価額) 2,558,416,111   

 ＴＭＡ外国株式マザーファンド(評価額) 2,556,747,313   

 未収入金 168,423,187   

(B) 負債 161,804,280   

 未払解約金 30,206,923   

 未払信託報酬 131,102,525   

 その他未払費用 494,832   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 20,612,968,893   

 元本 11,534,635,233   

 次期繰越損益金 9,078,333,660   

(D) 受益権総口数 11,534,635,233口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,870円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は10,222,057,541円、期中追加設定元

本額は3,605,207,641円、期中一部解約元本額は2,292,629,949

円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,346   

 受取利息 1,346   

(B) 有価証券売買損益 1,965,832,224   

 売買益 2,470,069,799   

 売買損 △  504,237,575   

(C) 信託報酬等 △  243,871,029   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,721,962,541   

(E) 前期繰越損益金 1,187,755,978   

(F) 追加信託差損益金 6,168,615,141   

 (配当等相当額) (  4,260,124,355)  

 (売買損益相当額) (  1,908,490,786)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 9,078,333,660   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 9,078,333,660   

 追加信託差損益金 6,168,615,141   

 (配当等相当額) (  4,268,752,591)  

 (売買損益相当額) (  1,899,862,550)  

 分配準備積立金 2,909,718,519   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 288,793,532円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 1,433,169,009円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 6,168,615,141円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 1,187,755,978円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 9,078,333,660円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,870円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○お知らせ  

・2023年11月に成立した「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正の施行により、従来運用報告書の

書面交付義務としていた規定が、電磁的方法を含む情報提供義務と改められることに伴い、2025年４月１日

付で所要の約款変更を行いました。 

 

 上記の通り、2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書に

ついては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の

利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋が

るものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまい

ります。 
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